
【議会事務局】　平成２３年度一般会計優先事業調書の考え方

≪細事業総数及び優先付対象事業数等≫

総事業数 対象外 対象

4 2 2
※下記に該当する細事業は、優先順位付けの対象外としています。

　○○人件費、○○積立金、○○一般経費、公債費、災害復旧費、選挙執行経費、指定統計経費、予備費

優先区分

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

議会事務局における予算要求の考え方、方針

議会基本条例の理念に基づき、議員
の政策形成能力・審議能力を高め、調
査研究・情報の収集を行うことを実現
するための「議員活動・議会渉外活動
事業」を何においても必ず実施しなけ
ればならないものとして要求するもの
であり、その活動を市民にお知らせす
る「議会広報事業」を実施すべきものと
して要求するものと考えている。

議会事務局における優先区分の考え方など

極めて重要で、何においても必ず実施しなければならないと考えるもの

極めて重要で、実施すべきものと考えるもの



（単位：千円）

事業費 国府 市債 その他 一財 事業費 特定財源 一財

Ａ 議会総務
課

議員活動･議会渉外活
動事業

4,772 4,772 4,090 4,090 ○ ○ Ｂ Ａ －

Ｂ 議会総務
課

議会広報事業 2,686 2,686 2,820 2,820 ○ ▲ Ａ Ｂ －

【議会事務局】　平成２３年度一般会計優先事業調書

細　事　業　名　称所管課 事　　業　　内　　容　　等優先区分

Ｈ23年度　原課要求ベース 達
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度

優
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H22事務事業評価等

議会基本条例の理念に基づき、議員の政策形成能力、審議
能力を高め、住民の意思を十分に反映した議決を行うため、
調査研究・情報の収集を行う。

市議会の活動状況を市民に周知するため、広報紙を発行す
る。

（参考）Ｈ22現計予算




